
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

第
４
回
認
知
症
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
広

島
市
戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
大
塚
公
民
館
の
共
同
企
画
で
す
。） 

 

１０
月
３０
日
（
土
）
に
、
広
島
都
市
学
園
大

学
の
谷
川
良
博
教
授
に
「
認
知
症
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１１
月
２８

日
（
日
）
に
は
、
同
大
学
の
馬
屋
原
康
高
准

教
授
に
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
認
知

症
予
防
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
講
座
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配
信

し
、
会
場
だ
け
で
な
く
、
ご
自
宅
や
職
場
か

ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

    

          

 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
講
座
に
対
す
る
満
足
度
は
、「
満

足
」「
ま
あ
満
足
」
と
答
え
た
方
が
約
９０
％
お

ら
れ
ま
し
た
。 

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
講
師
の
方
々

に
も
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
話
い
た
だ
い
た

た
め
、
一
部
聞
き
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、「
資
料
が
わ
か
り
や
す
か

っ
た
」「
認
知
症
の
方
の
目
線
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
」「
運
動
や
食
事
の
重
要
性
を
認
識

で
き
た
」
と
、
講
座
の
お
話
の
中
か
ら
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
様
々
な
学
び

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
講

座
か
ら
得
た
学
び
が
、
今
後
の
生
活
の
中
で
、

具
体
的
に
活
き
る
と
良
い
で
す
ね
。 

ま
た
、
前
回
ご
好
評
い
た
だ
い
た
認
知
症 

に
関
す
る
書
籍
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
会
場
に
は
大
塚
中
学
校
の
３
年

生
全
員
が
作
っ
て
く
れ
た
絵
本
の
紹
介
カ

ー
ド
も
展
示
さ
れ
、
彩
り
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

                      

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
、

継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 
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１１
月
１４
日
（
日
）
に
、
大
塚
公
民
館

で
大
塚
・
伴
南
学
区
自
主
防
災
会
連
合

会
主
催
「
親
子
で
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
防
災
教
室
」

（
第
１
部
）
と
「
防
災
士
研
修
会
」（
第

２
部
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
企
画
段
階
か
ら
地
域
の
防

災
士
や
広
島
修
道
大
学
「
防
災
意
識
を

高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
）
と
、
大
塚

公
民
館
で
の
会
場
参
加
を
並
行
し
て
行

い
ま
し
た
。 

    

第
１
部
の
「
親
子
で
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
防
災

教
室
」
で
は
、
防
災
紙
芝
居
『
な
っ
ち

ゃ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
』
の
読
み
聞
か
せ

と
子
ど
も
向
け
防
災
ク
イ
ズ
を
行
い
ま

し
た
。 

『
な
っ
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
』
は
、

平
成
２６
年
の
広
島
土
砂
災
害
を
題
材
に

「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
マ
マ
ぽ
っ
け
」
が

製
作
し
た
紙
芝
居
で
す
。
防
災
ク
イ
ズ

は
、
会
場
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
様

子
を
映
し
、
回
答
も
同
時
に
行
っ
た
こ

と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
出
題
し
た
５
問
を
全
て
正
解

し
た
方
も
多
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

防
災
意
識
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」「
親
子
で
防
災
に
つ
い
て

共
通
認
識
が
で
き
た
」「
地
域
の
避
難
場

所
等
の
紹
介
・
避
難
方
法
の
説
明
が
あ

れ
ば
よ
い
」
と
感
想
や
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

    

第
２
部
の
「
防
災
士
研
修
会
」
で
は
、

新
た
に
防
災
士
に
仲
間
入
り
さ
れ
た
方

へ
の
防
災
士
ベ
ス
ト
貸
与
式
の
後
、
広

島
修
道
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
防
災
意

識
を
高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
立
ち
上

げ
の
経
緯
と
メ
ン
バ
ー
紹
介
、
そ
し
て

防
災
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

防
災
士
ク
イ
ズ
の
中
に
は
、
超
難
問

も
含
ま
れ
て
お
り
、
防
災
士
の
皆
さ
ん

も
感
心
す
る
内
容
で
し
た
。 

 

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
も
実
施
し
ま
し
た
。
使
用

方
法
の
説
明
の
後
に
、
参
加
者
が
実
演

し
、
倒
れ
て
い
る
人
が
女
性
と
仮
定
し

た
時
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
確
認
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
研
修
内
容
と
な
り
ま

し
た
。 

         

 

     

今
年
度
、
広
島
修
道
大
学
と
広
島
市

立
大
学
の
学
生
５
名
が
防
災
士
に
合
格

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
大
学
生
な
ど
の

若
い
力
と
地
域
と
が
つ
な
が
り
、
共
に

活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
防
災

力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

で
す
。
参
加
者
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
地
域
防
災
士
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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今
年
度
９
月
１８
日(

土)

と
１０
月
３１

日(

日)
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
普
通

救
命
講
習
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
に
よ
り
、

１０
月
３１
日(

日)

の
み
、
大
塚
公
民
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。 

「
普
通
救
命
講
習
」
と
は
、
け
が
を
し

た
人
や
病
気
で
倒
れ
た
人
に
対
し
て
、

救
急
車
到
着
ま
で
の
間
に
居
合
わ
せ
た

人
が
応
急
手
当
を
行
え
る
よ
う
、
対
処

方
法
を
正
し
く
学
ぶ
勉
強
会
で
す
。 

今
回
は
、
講
師
を
安
佐
南
消
防
署
沼

田
出
張
所
の
方
と
広
島
市
女
性
消
防
団

の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

   

参
加
者
は
、
現
在
地
域
の
防
災
士
と

し
て
活
躍
中
の
方(

４
名)

と
本
年
度
新

た
に
防
災
士
を
目
指
し
て
い
る
地
域
の

方(

４
名)

、
同
じ
く
防
災
士
を
目
指
し

て
い
る
広
島
市
立
大
学
と
広
島
修
道
大

学
の
学
生(

５
名)

。
合
計
１３
名
の
方
が

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

         

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
地
域
の
皆
様
が
、
万
が
一
の
際

に
、
正
し
い
知
識
で
救
命
措
置
を
行
え

る
よ
う
、
定
期
的
に
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

講
習
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
必

要
と
感
じ
ら
れ
た
方
は
、
次
回
開
催

の
際
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

   

師
走
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た

１２
月
１２
日
（
日
）
１６
時
よ
り
、
安
佐

南
区
年
末
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
を

防
止
す
る
た
め
、
広
域
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
管
理
事
務
所
の
ロ
ビ
ー
に
限
ら
れ

た
人
数
で
集
ま
り
ま
し
た
。 

大
塚
・
伴
南
地
区
防
犯
組
合
火
之
迫

組
合
長
に
よ
る
ご
挨
拶
に
続
き
、
こ
こ

ろ
自
治
会
立
山
副
会
長
に
よ
る
決
起
の

ご
挨
拶
の
後
、
参
加
い
た
だ
い
た
各
町

内
会
・
自
治
会
の
皆
様
に
、
密
を
避
け

な
が
ら
巡
回
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
は
、
各
町
内

か
ら
登
録
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
幼
児

や
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
支
援
や
援

助
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行

状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
時
的
に
活
動
を

停
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
皆
様
の
お
力
添
え
に
な
れ
ば
と
ス
タ

ッ
フ
が
奮
闘
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

は
こ
れ
ま
で
１５
件
の
ご
利
用
（
ゴ
ミ
出

し
・
家
具
移
動
・
車
椅
子
貸
出
等
）
が

あ
り
ま
し
た
。 

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
連
絡

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
開
設
日
》 

 

毎
週
（
月
・
水
・
金
） 

 

受
付
時
間
：
１０
時
～
１２
時 

 

電
話
番
号
：
０
８
２‐

８
４
９‐

１
７
７
７ 

も
し
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
席
を
空
け
て

い
る
場
合
は
、
留
守
番
電
話
に 

① 

地
区
名 

② 

お
名
前 

③ 

派
遣
希
望
内
容 

④ 

ご
連
絡
先
（
電
話
番
号
） 

を
録
音
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
確
認
次

第
、
折
り
返
し
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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大
塚
地
区
を
循
環
し
て
い
る
「
大
塚
・
伴
地
区
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」
は
、
地
域
の
方
々
の
生
活
に
馴
染
み
、
利

用
者
も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
５
月
に
「
生
鮮
＆
業
務
ス
ー
パ
ー 

エ
ブ
リ
イ

沼
田
店
」
が
開
店
し
た
こ
と
で
、
そ
の
利
用
客
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
交
通
支
援
部

会
と
店
舗
関
係
者
の
方
々
と
様
々
な
確
認
・
調
整
を
行

い
、
今
春
４
月
よ
り
新
た
に
「
エ
ブ
リ
イ 

沼
田
モ
ー

ル
前
」
バ
ス
停
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
※

左
記
地
図
★
印
） 

 

バ
ス
停
新
設
や
運
行
経
路
変
更
に
は
、
国
土
交
通

省
・
広
島
市
都
市
交
通
局
・
バ
ス
の
運
行
業
者
等
と
の

協
議
を
重
ね
、
許
認
可
が
得
ら
れ
た
後
、
新
た
な
時
刻

表
や
運
行
経
路
図
等
を
作
成
し
、
ご
利
用
の
皆
様
に
事

前
に
配
布
す
る
と
い
う
作
業
が
あ
り
ま
す
。
３
月
末
ま

で
に
は
、
新
し
い
時
刻
表
を
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

   

大
塚
公
民
館
で
は
、
令
和
４
年
３
月
１３
日
（
日
）

に
第
９
回
「
大
塚
公
民
館
ま
つ
り
」
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
集
中
対
策
を
受
け
、
実
行
委
員
会
等
の

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
や

む
な
く
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を 

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解 

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 

  

永
年
の
御
活
躍
に
改
め
て
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

（
順
不
同
） 

◆
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰 

こ
こ
ろ 

 
 
 

山
本 

喜
一
郎 

様 

◆
安
佐
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰 

大
塚
上 

 
 
 

河
野 

重
徳 

様 

 

   

 

 

 

 

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
活
動

資
金
の
一
助
の
た
め
、
善
意
銀
行
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。
善
意
銀
行
へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財

は
、
大
塚
・
伴
南
学
区
内
の
高
齢
者
福
祉
事
業
な
ど

の
活
動
資
金
と
し
て
地
域
の
福
祉
事
業
へ
貢
献
す
る

た
め
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
有
志
の
方
に
よ
る
寄
付
行
為
や
葬
儀
に
伴
う
香

典
返
し
簡
略
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

●●
編
集
後

編
集
後
記記  

令
和
３
年
の
大
晦
日
は
雪
で
締
め
括
ら
れ
、
新

し
い
年
の
始
ま
り
は
、
晴
れ
や
か
な
青
空
が
広
が

り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
変
異
株

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の
出
現
に
よ
り
、
い
ま
だ
に

油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
「
で
き
な
い
こ
と
」
で
立
ち
止
ま
る
の
で
は

な
く
、
「
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
、
し
っ
か
り
と

前
を
向
い
て
、
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